
筋道を立てた考察を導く中学校理科授業の工夫
― 段階的な指導を取り入れた授業実践を通して ―

生徒の実態

○一人で考察を書くことができない。

○考察に何を書くのか分からない。

○考察を書くことへの抵抗感がある。

目指す生徒像

筋道を立てた考察
を一人で書くことが
できる生徒

段階的な指導
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○ほとんどの生徒が考察を書くことができるようなった。根拠や
理由を書く習慣が身に付き、書くことが明確になったためと考
えられる。
○考察を書くことへの抵抗感を減らすことができた。
○指導者も、目指す考察文を決めてから指導を行うことで、生
徒に書かせたい考察文が答えとなるような課題や授業構成
をするように変容した。

○２年では生徒への支援を意図的に減らし、
生徒の話合い活動を主としていく。また、
３年では生徒自らが課題解決をしていくこ
とで更に有効な効果が期待できる。
○考察に書く内容が定型文やキーワードを
扱うと、どうしても似たような文章になるの
で配慮が必要である。

理科班 鈴木 広之 （中学校教諭）

○ ワークシート記載内容の段階付け

○ 目指す考察文の用意
○ 精選した課題の提示
○ 定型文・キーワードを使った仮説
○ 考察文における定型文・キーワード、

結論先行文

「身のまわりの物質」
（金属）

金属の性質について調べる実験を行う。
実験が行いやすいようワークシートは授
業に合わせて作成したものを使用する。

結論先行文とキーワード（なぜならば）
の使い方を図1を見ながら聞き、考察文
を書く。

図２のように、全員が考察文を書くこと
ができた。

考察文の中に「におい」など関係のない
ものも含まれていた。

目指す考察文を図３の
ように準備する。

精選した課題を提示し、
本時の活動をより明確
にする。
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課題 音の大小や高低と、振動はどのような
関係になっているのだろうか。

図４のように定型文を使った仮説を立てる。

「身のまわりの現象」
（音）
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段階１ （１年１学期） 段階２ （１年２学期）次の段階

音の大小・高低を調べる実験を行う。
どの実験でも使える実験報告書を使用する。

キーワードを使い、考察文を書く。図５のよう
になった。

『音の大小は振幅の大小
によるものであり、音の
高低は振動数の多少に
よるものである。そう考え
た理由は、大きな音では
波形ソフトの振幅が大き
くなり、高い音では波形
ソフトで波の数が多くなっ
たからである。』
下線部はキーワード 図３

課題成果


